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 商用炉の保守・改造及び廃止措置時に発生する放射性廃棄物の物量低減のため、放射性廃棄物のクリア

ランス化（除染により汚染レベルを低減させ、取扱いを容易にする）を目的とし、ラインレーザを用いた

ガウジング除染工法の開発を進めている。ここでは、本除染工法に関する除去能力評価試験及び模擬汚染

を用いた除染性能評価試験（Cold 試験）の成果について報告する。 
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1. 緒言 

廃止措置に限らず放射性廃棄物の物量低減は、原子力発電設備において

は大きな課題である。課題解決のためには放射性廃棄物の汚染レベル低減

やクリアランス化による物量低減が効果的である。放射性廃棄物の高効率

除染やクリアランス化を達成するためには、高速処理が可能で再汚染

（Cross-contamination）を起こさない除染工法が必須であり、除染による

二次廃棄物発生量が少ないことも重要である。これらの条件を満足させる

ためにレーザガウジング除染工法の開発を進めている。 

2. 実用化研究 

2-1. 工法の概要 

レーザガウジング除染工法は、レーザ照射により除染対象表面を溶融さ

せると同時に高圧アシストガスを用いて、放射性（汚染）物質を含む溶融

層を吹き飛ばし除去する工法である。主な設備は図－１に示すように、レ

ーザ発振器、光学ヘッド、アシストガスノズル、回収設備で構成される。 

2-2. 他工法との比較 

物理除染工法の比較一覧を表－１に示す。本工法は、広範囲を深部まで一度

に除去することが可能であり、他工法と比べ高い除染効果且つ処理速度が得ら

れる。また、レーザ光を媒体とした非接触物理除染工法であることから再汚染

のリスクを抑えると共に二次廃棄物発生量の低減が可能である。 

2-3. 除去能力評価試験及び模擬汚染除染性能評価試験（Cold試験） 

本工法の実用化に向け、最適な施工条件（レーザ出力、照射・噴射角度、ガ

ス流量、施工速度等）の抽出を目的とし、ステンレス試験片に対する除去能力

評価試験を実施した。除去能力の一例として、除去幅約 30mm、除去深さ最大

650μm で処理速度（能率）にすると 1 ㎡/hr 程度であった。 

放射性物質の除去性能確認のため、ステンレス試験片表層にコバルト系金属

溶材を溶射し、模擬汚染層を形成した試験片を用いて除染性能評価試験を実施

した。除去効果は、レーザガウジング施工前後の試験片表層の Co 含有量を分

析することで評価した。また、図－２に示す除去断面の EPMA 分析も実施し、

局所的な Co の残留有無も確認した。評価の結果、Co の一様な残留は認められ

ず、非常に高い除去効果を期待できることが確認できた。 

 

3. 結論 

レーザガウジング除染工法は、対象廃棄物の汚染レベルを十分に低減できる除去性能を有していること

が確認できた。今後、実汚染廃棄物を用いた除染性能評価試験（HOT 試験）を実施することで、除染性能

実証を図る。 
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表-１ 物理除染工法比較一覧 
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